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CO2は原料採取、製造、物流、使用、廃棄といった製品のラ

イフサイクルで排出される。特に使用段階での排出は大き

く、絶対量の削減については、製造段階だけを見る部分最

適の視点より、製品のライフサイクル全体を俯瞰した全体

最適の視点が重要である。

化学製品のCO2削減への貢献
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低炭素技術のバリューチェーンの一部として化学業界が提供
している様々な製品は、従来製品や市場の平均的製品と比べ
て温室効果ガス（GHG）排出量の削減に役立っている。
このような排出量削減を、GHGプロトコルの選定用語に基
づいて「削減貢献量（avoided emissions）」と称する。
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削減貢献量算定に関する事例集

・ICCA、日化協の活動

2009年7月 ICCAが”Innovations for Greenhouse Reductions”公開
（化学産業による低炭素化対策のLCA評価）

化学製品が世界のGHG排
出削減に貢献していること
を提示

2011年7月 日化協が“温室効果ガス削減に向けた新たな視点
国内におけるライフサイクル評価（cLCA)初版を公開

国内8事例、世界1事例を公開

 

・2012年10月 国内におけるライフサイクル評価（cLCA) 第2版を公開
国内10事例、世界4事例に拡充

・2014年3月 国内におけるライフサイクル評価（cLCA) 第3版を公開
国内15事例、世界4事例に拡充、グローバルガイドライン準拠
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http://www.nikkakyo.org
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ICCAレポート
2009年7月発行

削減貢献量算定に関する事例集

■ICCA(International Council of Chemical 
Associations)は、原料採取から製造、使用、廃

棄に至るライフサイクル全体を俯瞰した視点で、
世界の化学製品のライフサイクルでのGHG排出
量を調査し、報告書を発行
・世界の化学業界が100以上の事例を提供
・マッキンゼーが全体を纏め、エコ・インスティ
テュートが検証
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日化協レポート初版
2011年7月発行

削減貢献量算定に関する事例集

■2020年を評価対象年として、対象年１年間に製造が
見込まれる製品をライフサイクルまで使用した時のCO2
排出削減貢献量を評価。
・日本化学工業協会 技術部の下に、LCA WGを設置し、
事例集の作成を実施（国内１７社、３団体が参加）
・LCA専門機関への業務委託：（株）産業情報研究セン
ター、（株）エティーサ研究所、みずほ情報総研（株）
・レビュアー：平尾雅彦（東大）、稲葉敦（工学院大）、
松野泰也（東大）、本藤祐樹（横浜国大）
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事例１（LED電球）

（Kg-CO2/25千時間）

削減貢献量
266 kg-CO2

青色LEDの実用化により、
白色LEDが可能になった。
（LED照明、液晶TVバックライト）

LED電球の削減貢献量 (1個当り）

53 0.2250.002
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2020年度で、745万トンのCO2削減
ポテンシャル （LED電球 28百万個）
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事例２（航空機用材料）

CFRP（炭素繊維複合材料）
の削減貢献量 （1機当り）

0.70.9 43

炭素繊維複合材料を用いることにより、
従来と同じ強度・安全性を保ちつつ
航空機の軽量化が可能。

削減貢献量
27千t-CO2

（千t-CO2/10年）
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資料提供：東レ株式会社

2020年度で、2,430万トンのCO2削減
ポテンシャル （世界で900機導入）
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国際貢献

◆低炭素技術・製品を海外に普及、展開することによるグローバルな
ＧＨＧ排出削減を積極的に推進する。

逆浸透膜による海水淡水化

エアコン用DCモータの制御素子：1,900万トン
航空機用材料（炭素繊維）： 2,430万トン
自動車用材料（炭素繊維）： 150万トン

プロセス技術

2020年度で、1.7億トンの
GHG削減ポテンシャル

9

IEEJ：2015年3月掲載 禁無断転載



10

削減貢献量算定に関するガイドライン

・ICCA、日化協の活動

2012年2月 日化協は国内の事例集（2011年7月）をもとに、
“CO2排出削減貢献量算定のガイドライン”を作成。

企業が算定した結果の透明
性・信頼性を高めるため、世
界に先駆けて統一的な手法
文書を作成・公開

2013年10月 ICCAとWBCSDによりグローバルガイドラインが公開
日本のガイドラインの考え方を多く採用。

日化協がICCA,WBCSDへ働きかけ、国

際的なガイドライン作成のための部会
が発足(2012年）
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●国内化学企業17社、化学関連協会の3協会と協力して、2012年2
月に『CO2排出削減貢献量算定のガイドライン』を作成した。
●このガイドラインを基に、2012年早期にICCAとWBCSD（持続

可能な開発のための経済人会議）の化学セクターと協力して、削
減貢献量の評価・報告で一貫性を高めるための実践的ガイドライ
ン（グローバル版）を作成する作業部会を設立し、2013年10月に

新たなグローバルガイドラインとして発行した。

ガイドラインの作成

http://www.nikkakyo.org/sites/default/files/GHGglobal20131024japanese.pdf
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ＧＨＧ排出削減貢献量算定に係る動向

セクターを超えた標準化

●日本LCA学会 工学院大学 稲葉教授
近日中に「温室効果ガス排出削減貢献量算定ガイドライ
ン」発行。

●GHGプロトコル：Product Innovation
・GHG排出削減貢献量算定の国際標準作り

自治体、産業界においてのGHG排出削減貢献量算定
の活動により、GHG排出削減貢献量算定に対する
関心が高まる。
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GHGは原料調達、製品の製造、輸送、使用、廃棄と

いった製品のライフサイクルで排出される。特に使用
段階でのGHG排出は大きく、GHGの絶対量の削減に

ついては、製造段階だけを見る部分最適の視点より、
製品のライフサイクル全体を俯瞰した全体最適の視点
が重要である。

日化協においては、将来の政策に活かされることを期
待し、どのような製品がGHG排出削減に貢献してい

るかを定量的に整理し、報告していく。

日化協の主張
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日化協ＨＰを通じた温暖化情報の発信

https://www.nikkakyo.org/

「エネルギーと気候変動」のコーナー
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ご清聴ありがとうございました
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お問い合わせ：report@tky.ieej.or.jp




